　　　　　　　　　　　　訴状（少額訴訟）

　　　　　本件につき、少額訴訟による審理および裁判を求めます。

  　　　　 本年御庁に少額訴訟による審理および裁判を求める回数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１回

〒123-0045   東京都渋谷区南青山○丁目△番□号

　　　　　　　　　原告　　　　山　田　　太　郎

　　　　　　　　　電話　　　　０３－１２３４－５６７８

〒234-0056　 東京都品川区北品川○丁目△番□号１０１号

　　　　　　　　　被告　　　　山　本　　花　子

　　　　　　　　　電話　　　　０３－４３２１－８７６５
交通事故による慰謝料請求事件

　訴訟物の価格　　　　金２５０，０００円

　貼用印紙額　　　　　金２，５００円

　　　　　　　　　　　請求の趣旨
1、 被告は、原告に対し、金２５０，０００円及びこれに対する平成１１年１２月３日からの支払済みまでの年５分の割合による金員を払え

2、 訴訟費用は被告の負担とする

　　との少額訴訟による判決ならびに仮執行の宣言を求める

　　　　　　　　　　　　　請求の原因

1、 　原告は、平成１１年１２月３日午後４時５６分、東京都港区港南２丁目１番地旧海岸通りの植え込み付近の歩道上で自転車を運転していたところ、被告の運転する自転車との衝突事故により損害額２５０，０００円の損害を蒙った。

2、 　事故の詳細は以下の通りである。原告は、勤務先である○○商事株式会社より帰宅する為、旧海岸通り付近を田町方面から品川方面へ向かって自転車にて走行していた。事件当時、原告は歩道上を徐行運転しており、また、被告も原告の後方から同じく自転車にて走行していた（甲第七号証参照）。しかし、被告の自転車のスピードが速かった上に、右自転車のブレーキが故障していたこと、および被告が前方確認を怠ったため、原告の自転車に対し後方からいきなり衝突した（甲第六号証参照）。従って、原告には本事故の過失はない。

これにより原告は、右股関節捻挫および右下肢痛等の症状を負った（甲第一号証参照）。

被告は、道路交通法第７０条規定の前方確認義務を怠り漫然と進行した過失により原告に損害を与えたものである。

3、 　原告は、平成１２年３月１４日、品川労働基準監署に第三者行為災害届（甲第二号証参照）を提出し、治療費等の実費分については通勤災害として保険給付を受ける予定である（甲第三号証～甲第五号証参照）。しかし、１ヶ月間通院したことによる精神的損害については保険による給付が認められていないところから、右損害に対する慰謝料については被告が支払うべきものである。尚、右損害に対する慰謝料としては民事交通事故訴訟・損害賠償算定基準により算出すると、金２５０，０００円が妥当である。

4、 　よって、原告は、被告に対し、民法第７０９条により２５０，０００円及び平成１１年１２月３日から支払い済みまで民事法定利息率5分の割合による遅延損害金の支払いを求める。

　　　　　　　　　証拠方法

1、 甲第一号証（診断書）　　　　　　　　　　１通

2、 甲第二号証（第三者行為災害届〈写〉）　　 １通

3、 甲第三号証（通勤災害に対する事項〈写〉）　　１通

4、 甲第四号証（休業給付支給請求書第１回〈写〉）１通

5、 甲第五号証（同第２回〈写〉）　　　　　　　　１通

6、 甲第六号証（交通事故災害届〈写〉）　　　　　１通

7、 甲第七号証（事件当時の位置関係図〈写〉）　　１通

　その他，口頭弁論において提出する。

　　　　　　　　　　　添付書類

1、 訴状副本　　　　　　　　　　　　　　　　　１通

2、 甲第一号証～甲第七号証　　　　　　　　　各２通

　平成１２年　　月　　日

　　　　　　　　　　　　上記原告　　山　田　　太　郎

東京簡易裁判所　御中

